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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期
第２四半期
累計期間

第41期
第２四半期
累計期間

第40期

会計期間

自平成24年
１月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
１月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
１月１日
至平成24年
12月31日

売上高（千円） 3,617,7943,546,1486,769,029

経常利益（千円） 242,175 123,819 275,330

四半期（当期）純利益（千円） 150,516 85,846 173,630

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
19,292 27,509 41,081

資本金（千円） 1,481,1911,493,5101,481,191

発行済株式総数（株） 8,980,5009,028,5008,980,500

純資産額（千円） 8,705,9318,750,6478,730,350

総資産額（千円） 12,345,55112,496,24712,317,118

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
16.77 9.53 19.34

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ 9.53 －

１株当たり配当額（円） － － 10.00

自己資本比率（％） 70.5 70.0 70.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
36,381 2,954 199,539

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△5,296 △1,301 △33,936

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△95,862 △70,126△108,483

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
4,970,7655,035,9705,101,509

　

回次
第40期
第２四半期
会計期間

第41期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

１株当たり四半期純利益金額(円） 10.24 6.55

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

 　　　 ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第40期第２四半期累計期間及び第40期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更はあり

ません。また、関連会社における異動もありません。　

　事業内容及び当社と関連会社との関連は次のとおりであります。

会社名 事業内容

蘇州安泰空気技術有限公司

（中国）

当社よりクリーンエアーシステムの技術供与をうけ、クリーンエアー機器の製

造販売を行っております。

　事業の系統図は次のとおりであります。

　　　

EDINET提出書類

日本エアーテック株式会社(E02421)

四半期報告書

 3/18



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)業績の状況

　当第２四半期累計期間における我国経済は、金融政策、財政政策の効果などから、株価の回復や輸出環境の改善がみ

られ、景気は着実に持ち直しております。

　当社における事業環境は、電子工業分野では液晶関連分野製品及びスマートフォン関連電子部品の生産増加が牽引

し、受注増加の兆候が見え始めておりますが、不透明な状況が続いております。

  一方、バイオロジカル分野では食品分野への販売が減少しているものの、病院・医療、製薬分野への設備投資が堅調

に推移しております。

　この様な状況の下、電子工業分野においては製造・搬送装置メーカー及び電子部品メーカーを中心に、そしてバイオ

ロジカル分野では今後成長が期待できる製薬工業及び病院・医療分野を対象に営業強化を図り、顧客に密着した販売

活動を推進してまいりました。また、「バイオロジカルセーフティキャビネット」「新型エアーシャワー」などの特

徴を有する新製品開発を行い、展示会出展及び製品説明会開催など販売強化を推進してまいりました。

　製品別の販売状況は、「エアーカーテン」「クリーンベンチ」「サーマルクリーンチャンバー（超高精度温湿度調

整機能付クリーンブース）」が減少し、「クリーンルーム」「クリーンブース」「フィルターユニット」が増加しま

した。

　収益面におきましては、営業外収益が増加しましたが、徹底した原価低減を実施したものの、製薬分野への大型製品

の売上原価が増加したことにより減益となりました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高35億46百万円（前年同期比2.0％減）、営業利益29百万円（同

82.2％減）、経常利益１億23百万円（同48.9％減）、四半期純利益は85百万円（同43.0％減）となりました。

 　　

(2)資産、負債及び純資産の状況

（資産）

  当第２四半期会計期間末における総資産は124億96百万円と前事業年度末比１億79百万円（前期比1.5％）の増加

となりました。　

　流動資産は97億49百万円であり、前事業年度末比１億96百万円（同2.1％）の増加となりました。主な内訳は受取手

形及び売掛金の増加によるものです。

　固定資産は27億46百万円であり、前事業年度末比17百万円（同0.6％）の減少となりました。主な内訳は有形固定資

産の減価償却費を計上したことによるものです。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における負債は37億45百万円であり、前事業年度末比１億58百万円（前期比4.4％）の増加

となりました。　

　流動負債は29億42百万円であり、前事業年度末比１億50百万円（同5.4％）の増加となりました。主な内訳は支払手

形及び買掛金の増加によるものです。

　固定負債は８億３百万円であり、前事業年度末比８百万円（同1.0％）の増加となりました。

（純資産）

　純資産は87億50百万円であり、前事業年度末比20百万円（同0.2％）の増加となりました。主な内訳は四半期純利益

85百万円の計上と資本金及び資本準備金それぞれ12百万円が増加しましたが、配当金89百万円を支出したことによる

ものです。
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(3)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末に比べ65百万

円減少し、50億35百万円となりました。
 
　各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間の営業活動により得られた資金は、２百万円（前年同期比33百万円減）となりました。これは

主に、税引前四半期純利益の計上１億23百万円、仕入債務の増加２億８百万円があったものの、売上債権の増加３億28

百万円があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間の投資活動において使用した資金は、１百万円（前年同期比３百万円の支出減）となりまし

た。これは主に有形固定資産の取得によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間の財務活動において使用した資金は70百万円（前年同期比25百万円の支出減）となりまし

た。これは主に、配当金の支払額89百万円があったものの、株式の発行による収入24百万円があったことによるもので

す。

　 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5)研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は43百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,028,500 9,028,500
株式会社東京証券取引

所市場第一部

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であり、

単元株式数は100

株であります。

計 9,028,500 9,028,500 － －

（注）　  　「提出日現在発行数」欄には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。   

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成25年４月１日～

平成25年６月30日
9,000 9,028,500 2,309 1,493,510 2,309 1,500,930

　（注）平成25年４月１日から平成25年６月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が9,000株、資本金

及び資本準備金がそれぞれ2,309千円増加しております。
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（６）【大株主の状況】

　 平成25年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

エアーテックアシスト株式会社 埼玉県草加市谷塚町896-13 1,758 19.47

平沢　紘介 埼玉県草加市 408 4.52

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社

東京都中央区晴海1-8-11 241 2.67

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 230 2.55

松浦　剛 東京都足立区 216 2.40

近藤　芳世 東京都港区 188 2.08

近藤　芳史 東京都港区 187 2.08

日本エアーテック従業員持株会 東京都台東区入谷1-14-9 166 1.84

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社

東京都港区浜松町2-11-3 164 1.82

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2-7-1 119 1.32

計 － 3,682 40.79

　（注）　  日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数には

信託業務に係るものが各々172千株、154千株含まれております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　　　平成25年６月30日現在

区分  株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式） 

普通株式　　　　　

 

4,200
―

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　　　　 9,020,80090,208 同上

単元未満株式 普通株式　　　　　 3,500 ―
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 　　　　　　　　 9,028,500 ― ―

総株主の議決権 ― 90,208 ―

 （注）「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株（議決権の数２個）

含まれております。 

 

②【自己株式等】

　 　　　　　　　　　　　　　　平成25年６月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

日本エアーテック株式会社
東京都台東区入谷
1-14-9

4,200 － 4,200 0.04

計 ― 4,200 － 4,200 0.04

  

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 　 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25年

６月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年１月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

  当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
　（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,623,609 5,558,274

受取手形及び売掛金 ※
 2,759,662

※
 3,088,281

有価証券 95,295 95,375

商品及び製品 521,352 497,447

仕掛品 310,897 310,158

原材料及び貯蔵品 193,142 166,302

その他 62,358 47,822

貸倒引当金 △13,715 △14,268

流動資産合計 9,552,603 9,749,393

固定資産

有形固定資産

土地 1,691,534 1,691,534

その他 685,291 662,461

有形固定資産合計 2,376,826 2,353,995

無形固定資産 40,607 35,543

投資その他の資産

その他 384,756 392,032

貸倒引当金 △37,676 △34,717

投資その他の資産合計 347,080 357,315

固定資産合計 2,764,514 2,746,854

資産合計 12,317,118 12,496,247

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 1,658,185

※
 1,866,796

短期借入金 390,000 400,000

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 14,400 14,400

未払法人税等 91,411 47,517

賞与引当金 49,673 48,591

受注損失引当金 13,087 10,400

その他 474,881 454,585

流動負債合計 2,791,639 2,942,292

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 26,800 19,600

退職給付引当金 632,746 653,104

その他 35,581 30,603

固定負債合計 795,128 803,308

負債合計 3,586,767 3,745,600
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,481,191 1,493,510

資本剰余金 1,488,611 1,500,930

利益剰余金 5,756,136 5,752,220

自己株式 △3,273 △3,273

株主資本合計 8,722,664 8,743,387

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,250 4,295

評価・換算差額等合計 1,250 4,295

新株予約権 6,434 2,964

純資産合計 8,730,350 8,750,647

負債純資産合計 12,317,118 12,496,247
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（２）【四半期損益計算書】
　 【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 3,617,794 3,546,148

売上原価 2,832,456 2,920,645

売上総利益 785,338 625,502

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 101,784 99,654

役員報酬 47,886 46,406

給料 197,656 199,301

賞与引当金繰入額 13,428 13,306

退職給付費用 13,434 12,630

その他 243,390 224,388

販売費及び一般管理費合計 617,580 595,688

営業利益 167,757 29,814

営業外収益

受取利息 841 736

受取配当金 62,597 70,100

その他 14,673 29,283

営業外収益合計 78,112 100,120

営業外費用

支払利息 3,628 3,108

社債発行費 － 2,634

その他 65 371

営業外費用合計 3,694 6,114

経常利益 242,175 123,819

税引前四半期純利益 242,175 123,819

法人税、住民税及び事業税 95,523 40,077

法人税等調整額 △3,864 △2,104

法人税等合計 91,658 37,972

四半期純利益 150,516 85,846
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 242,175 123,819

減価償却費 31,682 33,098

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,144 △2,405

賞与引当金の増減額（△は減少） △896 △1,081

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23,520 20,357

受注損失引当金の増減額（△は減少） △63 △2,687

受取利息及び受取配当金 △63,439 △70,837

支払利息 3,628 3,108

売上債権の増減額（△は増加） △237,491 △328,618

たな卸資産の増減額（△は増加） 78,453 51,483

仕入債務の増減額（△は減少） △15,610 208,611

その他 11,684 △15,203

小計 63,499 19,646

利息及び配当金の受取額 63,572 71,015

利息の支払額 △3,701 △3,871

法人税等の支払額 △86,989 △83,836

営業活動によるキャッシュ・フロー 36,381 2,954

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △267,390 △267,679

定期預金の払戻による収入 267,045 267,395

有形固定資産の取得による支出 △4,755 △717

その他 △196 △300

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,296 △1,301

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 290,000 300,000

短期借入金の返済による支出 △290,000 △290,000

長期借入金の返済による支出 △19,498 △7,200

社債の発行による収入 － 97,365

社債の償還による支出 － △100,000

株式の発行による収入 － 24,638

配当金の支払額 △71,300 △89,865

その他 △5,064 △5,064

財務活動によるキャッシュ・フロー △95,862 △70,126

現金及び現金同等物に係る換算差額 968 2,935

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △63,810 △65,538

現金及び現金同等物の期首残高 5,034,575 5,101,509

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,970,765

※
 5,035,970

EDINET提出書類

日本エアーテック株式会社(E02421)

四半期報告書

13/18



【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成25年１月１日以降に取得した有形固定資産について、

改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、これによる当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。　

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※　期末日満期手形の処理

　当第２四半期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

第２四半期末日が金融機関休業日であったため、次の当第２四半期末日満期手形が期末残高に含まれており

ます。

 
前事業年度

（平成24年12月31日）
当第２四半期会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 104,428千円 72,865千円

支払手形 866 204

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日）

現金及び預金勘定 5,489,229千円 5,558,274千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △613,696 △617,679

有価証券勘定 95,233 95,375

現金及び現金同等物 4,970,765 5,035,970
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

決議
株式の

種類

配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資 　

平成24年３月29日

定時株主総会
普通株式 71,810 8

平成23年

12月31日

平成24年

３月30日
利益剰余金 　

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

決議
株式の

種類

配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資 　

平成25年３月28日

定時株主総会
普通株式 89,762 10

平成24年

 12月31日

平成25年

３月29日
利益剰余金 　

　

（持分法損益等）

　
前事業年度

（平成24年12月31日）
当第２四半期会計期間
（平成25年６月30日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 20,992 20,992

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 79,422 71,635

　

　
前第２四半期累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日）

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） 19,292 27,509

　

（セグメント情報等）

前第２四半期累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年６月30日）及び当第２四半期累計期間（自 平成25

年１月１日 至 平成25年６月30日）

【セグメント情報】　

　当社は、クリーンエアーシステム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 16円77銭 9円53銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 150,516 85,846

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 150,516 85,846

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,976 9,003

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 9円53銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） － 8

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。  

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２５年８月８日

日本エアーテック株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 津田　良洋　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　   敬 子　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本エアーテッ

ク株式会社の平成２５年１月１日から平成２５年１２月３１日までの第４１期事業年度の第２四半期会計期間（平成２

５年４月１日から平成２５年６月３０日まで）及び第２四半期累計期間（平成２５年１月１日から平成２５年６月３０

日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本エアーテック株式会社の平成２５年６月３０日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２． 四半期財務諸表の範囲にXBRLデータ自体は含まれていません。
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